
ご案内   

 田浦地域運営協議会

は地域の身近な課題の

解決や魅力あるまちづく

りについて主体的に取り

組む組織として平成25年

３月に設立しました。 
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 ５月15日に、令和元年度第１回委員

会を開催しました。 

 平成30年度の事業報告及び決算報告

が承認され、令和元年度の事業計画、

予算案についても承認されました。 

会  長 早川 吉彦 

  （船越連合町内会会長・田浦観光協会会長） 

副会長 木谷畑 邦雄 

 （長浦連合自治会会長） 

副会長 鈴木 昭男 

   （田浦町連合自治会会長） 

副会長 小林 好明 

   （田浦地区社会福祉協議会会長） 

書  記 花嶋 英夫  

  （船越連合町内会推薦 梅田町内会会長） 

書  記 岩田 憲治  

   （田浦町連合自治会推薦 田浦町４・５丁目 

     町内会長） 

会  計 鈴木 憲一 

  （長浦連合自治会推薦 東長浦自治会長） 

監  事 薬袋 豊夫   

   （田浦地区民生委員児童委員協議会会長） 

監  事 佐久間 明   （船越商栄会代表） 

委  員 齋藤  勇   （田浦観光協会副会長） 

委  員 稲橋 睦子  

  （田浦地区社会福祉協議会副会長） 

委  員 宮野 陽子  

  （田浦地区民生委員児童委員協議会会長） 

委  員 岩澤 義仁  （田浦本町通り会会長） 

委  員 桜井  健   （長浦小学校ＰＴＡ会長） 

           

         現在、委員は14名 

１ 安全・安心事業 

（１）緊急時情報カードたうら配布 

（２）防災講演会 

（３）新しい取り組みを検討中 

 ２ 次世代を育む事業 

 （１）田浦鉄道フェスタ 

 ３ 街の賑わいづくり事業 

 （１）田浦地域里山歩きツアー  

 （２）海から田浦を見てみよう  

 （３）田浦の梅と桜の名所復活 

 （４）自衛隊カフェ 

（収　入） （単位    円）

元年度
予算額（A)

平成30年度
予算額（B)

比較増減
（A-B）

説　明 30年度決算額

500,000 500,000 0
市地域運営協議会基
本交付金 500,000

運営費充当 80,000 67,181 12,819 67,181

事業費充当 420,000 432,819 △ 12,819 432,819

13,068 93,367 △ 80,299 93,367

自主財源分 13,068 15,186 △ 2,118 15,186

交 付 金 分 0 78,181 △ 78,181 78,181

40,002 40,002 0 43,652

預 金 利 息 2 2 0 2

参加負担金 40,000 40,000 0
海から田浦を見てみよ

う、里山歩きツアー 43,650

553,070 633,369 △ 80,299 637,019

（支  出） （単位    円）

元年度
予算額(A)

平成30年度
予算額(B)

比較増減
（A-B）

説　明 30年度決算額

73,880 82,369 △ 8,489 86,419

運 営 費 60,000 60,000 0 会議費・通信費・広報紙 70,698

事 務 費 13,880 22,369 △ 8,489 事務用品 15,721

469,190 551,000 △ 81,810 537,532
安全・安心事
業 30,000 82,000 △ 52,000 未定 66,309
次世代をはぐ
くむ事業 30,000 30,000 0 鉄道フェスタチラシほか 21,205
まちの賑わい
づくり事業 409,190 439,000 △ 29,810

里山マップ、里山歩きツ

アー、海から田浦ほか 450,018

10,000 0 10,000 13,068

交付金分
0

自主財源
13,068

553,070 633,369 △ 80,299 637,019

 

項 目

予備費

運　営　費

事　業　費

合　計

項 目

交　付　金

繰　越　金

雑　収　入

合 計



 散策ツアー第５弾 

 今回は中級者向きのコースです。 

 田浦コミセン⇒湘南港が丘⇒田浦梅の里⇒十三峠⇒

塚山公園⇒安針塚駅 約8.0㎞のコースです。 

 参加者には、田浦のお土産をさしあげます。 

 ご応募お待ちしています。 

◇開催日時 令和元年10月12日（土）10：00～13：30 

       雨天順延10月13日（日） 

◇集合場所 田浦コミュニティセンター 集会室 

◇解散場所 安針塚駅 

◇参加費  50円（保険料） 

◇募集人数 60人 （抽選） 

◇応募方法   

 行事名・住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号

を記入の上、往復はがき・Ｅメール・ＦＡＸのいずれ

かの方法で、田浦地域運営協議会の事務局まで。 

◇応募締切 令和元年９月24日（火）必着 
 

検索 田浦地域運営協議会 

田浦地域運営協議会 
  会長 早川吉彦 
事務局 

〒237-0076 

横須賀市船越町6－77 

電話: 046（861）4181 FAX: 046（861）6112 

電子メール:  ta-ci@city.yokosuka.kanagawa.jp 

◆次回の委員会は、10月４日（金）17：00～田浦コミセン４Ｆ第

２・３学習室 傍聴を希望する方は事務局までご連絡ください。 

  

 田浦梅の里では、ウメの樹勢が10年ほど前から落ち、実の数も減少し

ていました。 

 市の公園管理課では、花と樹を良好にし、より多くの良い実を収穫するため、2018年７月、９月、１０月、2019年３月に

樹木医会により調査を行いました。  

＜調査結果＞（概要） ・土壌の状況・・・通気透水性に乏しい。  ・根系範囲の土層・・・根系の多くは表層に集中し、

夏季の乾燥によるストレスも多く、養水分の吸収に影響を与えている。  （ウメは極めて浅根性であり、これだけが原

因とは考えにくい。） ・肥料の調査・・・現在使用している堆肥等は、あえてそれを使用する必然性は特に感じられない

と判断。 ※当園特有の条件として階段・山道のため土壌改良等作業は小型機器や人力で行える作業に限定される。 

 ＜今後の対応＞ ・ウメの樹勢を３ランクに分類し、良好な木は化学肥料および適切な剪定を試行する。やや問題の

ある木は、化学肥料とオーガー（竪穴あけ機械）掘削改良で堆肥等有機物と肥料を加える。樹高の切り下げを含めた

剪定を試みる。傷や腐食が目立つ木は、オーガー掘削改良の穴を多くして試験する。また、ぎりぎりまで切り下げて萌

芽させるなど大胆な試験を試みる。  

 

<街の賑わいづくり事業> 

３月26日に田浦自衛隊カフェを実施しました。 

今年度は町内会長・自治会長を対象に横須賀弾薬

整備補給所と吾妻島を見学し懇談しました。 

<街の賑わいづくり事業> 

３月８日に梅・サクラ検討部会から田浦中学校の卒

業生に田浦梅林の梅と南郷公園の桜のクリアファイ

ルを贈呈しました。 

<街の賑わいづくり事業> 

３月18日に里山歩きコース検討部会で長浦の百段

階段の途中に道標を設置しました。 


